
２０1０年

10月号

通巻 563 号

発行所　生長の家ブラジル伝道本部　　発行人　　村上真理枝

　　生
せい　　ちょう

長の家
いえ

ブラジル全
ぜん　　こく

国大
たい　　かい

会　（日
にち　　ご

語）

生
せい 　ちょう

長の家
いえ

ブラジル青
せい 　ねん

年会
かい

全
ぜん 　こく

国大
たい 　かい

会（ポ語
ご

）



�

合
がっしょう

掌ありがとうございます

　体
からだ

を鍛
きた

える事
こと

の基
きほん

本も本
ほんとう

当は心
しんてき

的要
ようそ

素が主
おも

ですが、表
ひょうめん

面だけを考
かんが

える時
とき

、体
からだ

は先
ま

ず肉
にく

体
たい

的
てき

訓
くんれん

練から始
はじ

めなくてはなりません、いくら

祈
いの

っても筋
きんにく

肉が丈
じょうぶ

夫にはなりません、基
き　ほん

本的
てき

には体
たいそう

操をするとか、ジムに通
かよ

い適
てきとう

当な指
し　どう

導

の基
もと

に、訓
くん

練
れん

を繰
く

り返
かえ

さなくてはなりません。

　先
ま

ず一
いちばん

番簡
かんたん

単で誰
だれ

でもが知
し

っており、誰
だれ

で

もが出
で　き

来る運
うんどう

動の一
ひと

つに、歩
ある

く事
こと

が一
いっぱん

般に知
し

られている方
ほうほう

法で、毎
まいにち

日少
すく

なくとも一
いちじ　かん

時間く

らい歩
ある

く事
こと

が健
けんこう

康の基
もと

と言
い

われています。

　これは誰
だれ

にも頼
たよ

らず自
じ　ぶん

分で少
すこ

しの努
どりょく

力で実
じっ

行
こう

出
で　き

来るところに魅
みりょく

力があります。歩
ある

く事
こと

に

よって体
からだ

の全
ぜんさいぼう

細胞が働
はたら

き、適
てきとう

当にカロリーを

消
しょうもう

耗してくれるから、一
いっせき

石二
にちょう

鳥という言
ことば

葉通
どお

りに有
ゆうこう

効です。一
いちにち

日の中
うち

、時
じ　かん

間の許
ゆる

す範
はん

囲
い

で

計
けいかく

画して歩
ある

く事
こと

を心
こころが

掛けましょう。

　さて心
こころ

を磨
みが

くためには何
なに

が必
ひつよう

要でしょう

か？もちろん信
しんこう

仰を高
たか

め悟
さとり

りを開
ひら

いて善
ぜんごう

業を

積
つ

み、多
おお

くの人
ひと

のリーダーになって社
しゃかい

会の為
ため

に尽
つ

くす事
こと

が大
たいせつ

切ではありますが、そんな難
むずか

しい話
はなし

でなく、生
う

まれた時
とき

より少
すこ

しでも美
うつく

し

い心
こころ

になって世
よ

を去
さ

る事
こと

でも、その人
ひと

の魂
たましい

は

磨
みが

かれたのではないでしょうか。

　　長
なが

い宇
うちゅう

宙の歴
れき

史
し

から見
み

れば私
わたしたち

達の一
いっしょう

生は

一
いっしゅん

瞬に過
す

ぎないものですが、その一
いっしゅん

瞬に満
み

た

ない人
じんせい

生を大
たいせつ

切に生
い

きる事
こと

に意
い　ぎ

義が有
あ

るので

はないでしょうか。その信
しんじょう

条の一
ひと

つに「誰
だれ

に

も負
ま

けない努
どりょく

力をする」、要
よう

するに目
もく

的
てき

に向
む

かって全
ぜんりょく

力を尽
つ

くす。全
ぜんりょく

力を出
だ

し切
き

る時
とき

、そ

こに神
かみさま

様が現
あらわ

れる、と教
おし

えられております。

　謙
けんきょ

虚な心
こころ

が幸
こうふく

福を招
まね

くとも言
い

われます。人
ひと

の言
ことば

葉に耳
みみ

を傾
かたむ

け、教
おし

えを乞
こ

う心
こころ

がその人
じんかく

格

を表
あらわ

し、人
ひと

からも尊
そんけい

敬される元
もと

になります。

　一
いちにち

日を振
ふ

り返
かえ

り、自
じ　ぶん

分だけの事
こと

を考
かんが

えて人
ひと

に迷
めいわく

惑を掛
か

けなかったか、と毎
まいにち

日を反
はんせい

省と

感
かんしゃ

謝の心
こころ

で暮
く

らす事
こと

が如
い　か

何に大
たいせつ

切かを、生
せいちょう

長

の家
いえ

の教
おし

えは示
しめ

しております。

　例
たと

えば、日
ひ

時
ど　けい

計日
にっき

記にその日
ひ

に有
あ

った良
よ

い

事
こと

、嬉
うれ

しい事
こと

などを書
か

くのも良
よ

いでしょう。

　大
だいせいし

聖師谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生は、『生
せいめい

命の実
じっそう

相』第
だい

38 巻
かん

38 頁
ぺいじ

に、次
つぎ

のようにお書
か

き下
くだ

さいます。

『では、自
じ　ぶん

分の心
こころ

のうちに「幸
こうふく

福な世
せ　かい

界」を

持
も

つにはどうしたらよいであろうか。また

｢ 幸
こうふく

福 ｣ とはいかなる状
じょうたい

態であろうか。答
こた

えて

曰
いわ

く、調
ちょうわ

和が幸
こうふく

福な状
じょうたい

態である、億
おく

万
まん

の富
とみ

が

あるも調
ちょうわ

和がなければ幸
こうふく

福だとは言
い

えない、

だからわれらがもし自
じ　ぶん

分の周
しゅうい

囲に幸
こうふく

福な世
せ　かい

界

を持
も

とうと思
おも

うならば調
ちょうわ

和した心
こころ

を持
も

たなけ

ればならないのである。』

　したがって毎
まいにち

日を感
かんしゃ

謝と調
ちょうわ

和の心
こころ

を持
も

って、

謙
けんきょ

虚に先
せんぱい

輩の注
ちゅうい

意に耳
みみ

を傾
かたむ

けた生
せいかつ

活をする事
こと

が大
たいせつ

切だと思
おも

います。体
からだ

を鍛
きた

え、祈
いの

りと感
かん

謝
しゃ

を忘
わす

れずに、心
こころ

を磨
みが

いていきましょう。再
さいはい

拝

「体
からだ

を鍛
きた

える事
こと

と、

　　　　　心
こころ

を磨
みが

く事
こと

の違
ちが

い」

生
せいちょう

長の家
いえ

ラテン・アメリカ教
きょうか

化総
そうちょう

長　向
むかい

　芳
よしお

夫
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合
がっしょう

掌、ありがとうございます。

　先
せんじつ

日、児
じどうしんたいしょうがいしゃ

童身体障害者援
えんごきょうかい

護協会（AACD）

設
せつりつ

立 60年
ねん

記
き　ねん

念式
しきてん

典に参
さんか

加させて頂
いただ

いた機
き　かい

会に、

最
さいこう

高に素
す　ば

晴らしいオーケストラの演
えんそう

奏を見
み

せて

頂
いただ

きました。そのオーケストラは有
ゆうめい

名なブラ

ジルのピアニストであり、4年
ねんまえ

前から指
し　き　しゃ

揮者に

も挑
ちょうせん

戦しておられる João Carlos Martins 氏
し

に

よって指
し　き

揮されていましたが、72 名
めい

によって

構
こうせい

成されていたオーケストラの 1 時
じ　かん

間半
はん

にわ

たるその演
えんそう

奏は、招
しょうたいしゃ

待者全
ぜんいん

員を魅
みりょう

了しました。

　指
し　き　しゃ

揮者の物
ものすご

凄いパワーとエネルギーは演
えんそう

奏

者
しゃ

全
ぜんいん

員を覆
おお

い包
つつ

み、演
えんそうしゃ

奏者一
ひとり

人ひとりの楽
がっき

器

から奏
かな

でられる音
おと

は見
み   ごと

事に指
し

揮
き   しゃ

者の指
し　き

揮に

従
したが

って全
ぜんたい

体と調
ちょうわ

和しており、そこには演
えんそうしゃ

奏者

も指
し　き　しゃ

揮者もコーラス隊
たい

もなく、渾
こんぜんいったい

然一体となっ

た実
じっそう

相世
せ　かい

界を思
おも

わせる素
す   ば

晴らしさでした。そ

こは中
ちゅうしんきいつ

心帰一の世
せ　かい

界でした。

　感
かんどう

動に包
つつ

まれた私
わたし

は、その時
とき

、「自
じ　た

他一
いったい

体」、

「中
ちゅうしんきいつ

心帰一」の教
おし

えを説
と

く生
せいちょう

長の家
いえ

の運
うんどう

動も全
まった

く

このオーケストラの演
えんそう

奏のようなもので、運
うん

動
どう

に携
たずさ

わる幹
かんぶ

部、信
しんと

徒の皆
みな

さんが、神
かみさま

様より

総
そうさい

裁先
せんせい

生を通
とお

して天
あまくだ

下るみ教
おし

えを素
す　なお

直に受
う

け

て実
じっこう

行するところに素
す　ば

晴らしい神
かみ

の国
くに

の実
じっそう

相

が顕
けんげん

現し、オーケストラの素
す　ば

晴らしい演
えんそう

奏を

奏
かな

でる事
こと

ができるのである、と思
おも

いました。

　蜂
はち

や虫
むし

の世
せ　かい

界でも、やはりこの中
ちゅうしんきいつ

心帰一の

原
げんり

理に従
したが

って行
こうどう

動するが故
ゆえ

に美
お　い

味しい蜜
みつ

が出
で

来
き   あ

上がり、生
せいぞん

存が可
か　のう

能となるのであります。

　総
そう

裁
さい

・谷
たに

口
ぐち

雅
まさ

宣
のぶ

先
せん

生
せい

のご著
ちょしょ

書『日
ひ　び

々の祈
いの

り』

の 70 頁
ぺいじ

に、次
つぎ

のお祈
いの

りの言
ことば

葉が有
あ

ります。

「神
かみ

は全
すべ

ての存
そんざい

在の創
つく

り主
ぬし

にてあり給
たま

う。わ

れは神
かみ

の子
こ

として、神
かみ

の創
つく

り給
たま

いしすべての

存
そんざい

在の懐
ふところ

の中
なか

に抱
いだ

かれているのである。だか

ら我
われ

は、すべての真
しんじつ

実存
そんざい

在と一
いったい

体であり、す

べての真
しんじつ

実存
そんざい

在は　我
われ

と一
いったい

体にして、我
われ

を包
つつ

み、庇
ひ　ご

護し、安
やす

らぎを与
あた

えてくれるのであ

る。真
しんじつ

実存
そんざい

在は神
かみ

の現
あらわ

れであるから、相
そうご

互に

不
ふ　わ

和はなく、不
ふ　ちょうわ

調和はなく、戦
たたか

いや争
あらそ

いはな

いのである。我
われ

とすべての真
しんじつ

実存
そんざい

在も、だか

ら大
だい

調
ちょうわ

和の中
なか

で神
かみ

の愛
あい

に包
つつ

まれているのであ

る。…(中
ちゅうりゃく

略 )… 我
われ

は神
かみ

と一
いったい

体なり。我
われ

は宇
うちゅう

宙

と一
いったい

体なり。すべては神
かみ

と一
いったい

体なり。すべて

は我
われ

と一
いったい

体なり。我
われ

、真
しんじつ

実存
そんざい

在の知
ち　え

恵と愛
あい

と

生
せいめい

命を与
あた

え給
たま

いし神
かみ

に、無
む　げん

限感
かんしゃ

謝の意
い

を表
ひょうげん

現

し奉
たてまつ

る。ありがとうございます。」

　神
しんが

我一
いったい

体、自
じ   た

他一
いったい

体の自
じ   かく

覚をより一
いっそう

層深
ふか

め、

我
われわれ

々ブラジルの全
ぜんしんと

信徒、全
ぜんかんぶ

幹部が総
そう

裁
さい

・谷
たにぐち

口

雅
まさのぶ

宣先
せん

生
せい

、ラテン・アメリカ教
きょうかそうちょう

化総長・向
むかいよし

芳

夫
お

先
せんせい

生のご指
し　どう

導に帰
き　いつ

一して、大
だいちょうわ

調和のうちに

運
うんどう

動を展
てんかい

開するところに神
かみさま

様の御
みこころ

心が現
あらわ

れ、

天
てんごくじょうど

国浄土が実
じつげん

現できるのであります。

　中
ちゅうしんきいつ

心帰一の精
せいしん

神に則
のっと

り、一
いちがん

丸となってブラ

ジルにおいて運
うんどう

動を逞
たくま

しく展
てんかい

開致
いた

しましょう。

　皆
みなさま

様、宜
よろ

しくお願
ねが

い致
いた

します。　　　再
さいはい

拝

「中
ちゅう

心
しん

帰
き

一
いつ

が運
うん

動
どう

の原
げん

点
てん

」

生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどうほんぶ

道本部理
り   じちょう

事長　村
むらかみ

上真
ま

理
り

枝
え
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第
だい

２４回
かい

ブラジル生
せいちょう

長の家
いえ

全
ぜんこく

国大
たいかい

会（日
にちご

語）

が、去
さ

る７月
がつ

１８日
にち

（日
にち

）、聖
せいし

市アニェンビー

国
こくさい

際会
かいぎじょう

議場に於
お

いて盛
せいだい

大に行
おこ

なわれた。本
ほん

会
かいじょう

場では日
に　ほんご

本語で、別
べつ

会
かいじょう

場ではポルトガル

語
ご

で行
おこ

なわれた。参
さんか　しゃ

加者は実
じっこう

行委
い　いん

員を含
ふく

めて

合
ごう

計
けい

２４５２名
めい

であった。今
こん

大
たいかい

会のスロー

ガンは、「信
しんこう

仰による平
へいわ

和を目
め　ざ

指す生
せいちょう

長の

家
いえ

」と云
い

うテーマで行
おこ

なわれ、日
にちご

語の指
し　どうしゃ

導者

は、ラ・米
べい

教
きょうか

化総
そうちょう

長・向
むかい

芳
よしお

夫本
ほんぶ

部講
こうし

師、生
せいちょう

長

の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部理
り　じちょう

事長・村
むらかみ

上真
ま　り

理枝
え

本
ほんぶ

部講
こうし

師、生
せい

長
ちょう

の家
いえ

ブラジル相
そうあいかい

愛会副
ふくかいちょう

会長・

小
お　の　でら

野寺フェルナンド本
ほんぶ

部講
こうし　ほ

師補、生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル白
しろ

鳩
はとかい

会副
ふく

会
かいちょう

長・山
やまもと

本ジュリア講
こうし

師、

石
いしい

井かず恵
え

講
こうし

師、山
やまざき

崎賢
けんいち

一講
こうし

師。ポ語
ご

の

指
し　どうしゃ

導者は、向
むかい

芳
よしお

夫本
ほんぶ

部講
こう

師
し

、村
むらかみ

上真
ま　り

理枝
え

本
ほんぶ

部

講
こうし

師、宮
みやざき

崎映
えいと

人本
ほんぶ

部講
こうし

師、白
しろはとかい

鳩会々
かい

長
ちょう

・市
いちかわ

川

レオノール本
ほんぶ

部講
こうし　ほ

師補、田
た　まる

丸秀
ひで

雄
お

ルイス講
こうし

師、

ARIOVALDO ADRIANO RIBEIRO 本
ほんぶ

部講
こうし　ほ

師補

が加
くわ

わった。

当
とうじつ

日は多
た　すう

数のご来
らいひん

賓をお招
まね

きし、政
せいかい

界、

日
にっけい

系団
だんたい

体や施
し　せつ

設の代
だいひょうしゃ

表者、報
ほうどう

道関
かんけいしゃ

係者、生
せいちょう

長

の家
いえ

海
かい

外
がい

光
こう

輪
りん

会
かいいん

員、生
せいちょう

長の家
いえ

功
こうろうしゃ

労者、生
せいちょう

長の

家
いえ

前
ぜん

理
り　じ　ちょう

事長、理
り　じ

事が参
さんれつ

列された。

　会
かいじょう

場は７時
じ

４０分
ぷん

から、榎
えのもと

本忠
ただお

男講
こうし

師の

先
せんどう

導により『聖
せい

経
きょう

甘
かんろ

露の法
ほう

雨
う

』を読
どくじゅ

誦された。

開
かいかいしき

会式前
まえ

、アトラクションが始
はじ

まり、白
しろ

鳩
はとかい

会有
ゆうし

志の団
だんたい

体舞
ぶ　よう

踊、よさこいソーランが

披
ひ　ろう

露され、雰
ふんい　き

囲気を盛
も

り上
あ

げた。今
こ　とし

年は例
れいねん

年

と違
ちが

って青
せいねん

年達
たち

の司
し　かい

会により、プログラムが

進
しんこう

行された。

「ブラジル生
せい　　ちょう

長の家
いえ

全
ぜん　　こく

国大
たい　　かい

会」
〈信

しん　こう

仰による平
へい　わ

和を目
め　　ざ

指す生
せい　ちょう

長の家
いえ

〉

「
参さ

ん
か
し
ゃ

加
者
で
埋う

め
尽つ

く
さ
れ
た
会

か
い
じ
ょ
う

場
」
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９時
じ

に開
かいかい

会が宣
せんげん

言され、当
とう

大
たいかい

会の指
し　どう

導講
こうし

師

が客
きゃくせき

席中
ちゅうおう

央の通
つうろ

路より入
にゅうじょう

場し、次
つ

いでブラジ

ル国
こっき

旗、サンパウロ州
しゅうき

旗、生
せいちょう

長の家
いえ

聖
せいき

旗、そ

して会
かいじょう

場の両
りょうがわ

側の通
つうろ

路から各
かく

教
きょうか

化支
し　ぶ

部の相
そうあい

愛

連
れん

合
ごう

会
かいちょう

長及
およ

び白
しろ

鳩
はと

連
れんごう

合会
かいちょう

長が生
せいちょう

長の家
いえ

相
そうあい

愛・

白
しろ

鳩
はと

会
かい

旗
き

と共
とも

に入
にゅうじょう

場し、次
つ

いで日
にっ

伯
ぱく

両
りょう

国
こっか

歌

が斉
せいしょう

唱され、その後
ご

、前
まえぞの

園前
さきみつ

光講
こうし

師よって

『大
だいちょうわ

調和の神
しんじ

示』の朗
ろうどく

読が行
おこ

なわれた。開
かいかい

会の

挨
あいさつ

拶は生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部副
ふく

理
り　じ　ちょう

事 長

の宮
みや

浦
うら

準
じゅんじ

治本
ほんぶ

部講
こうし

師が来
らいひん

賓や参
さんか　しゃ

加者に感
かんしゃ

謝の

言
ことば

葉を述
の

べた。

　聖
せいか

歌 斉
せいしょう

唱 後
ご

、第
だい

一講
こうわ

話〝人
にんげん

間生
せいかつ

活の

理
り　そう

想〟と題
だい

して、小
お　の　でら

野寺フェルナンド本
ほんぶ

部

講
こうし　ほ

師補が、谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生著
ちょしょ

書『生
せいかつ

活と人
にんげん

間の

再
さいけん

建』をテキストとして使
しよう

用され、「神
かみ

は人
にんげん

間

が必
ひつよう

要だから創
そうぞう

造された。又
また

、人
にんげん

間は自
じ　ぶん

分を

表
ひょうげん

現するのに神
かみさま

様が必
ひつよう

要である。ですから

大
だいうちゅう

宇宙は自
じ　ぶん

分の内
うち

に宿
やど

っているので、心
こころ

の眼
め

で世
せ　かい

界を見
み

る時
とき

、大
だいうちゅう

宇宙全
ぜんたい

体が見
み

えて来
く

る」

と話
はな

された。

ＲＯ－Ｃａｃｏａｌ教
きょうか

化支
し　ぶ

部の神
かみや

谷クラリ

セ伝
でんどういん

道員の体
たいけん

験発
はっぴょう

表後
ご

、生
せいちょう

長の家
いえ

セントラル

第
だい

- ２のコーラス隊
たい

の聖
せいか

歌が発
はっぴょう

表された。

続
つづ

いて〝生
い

きることの悦
よろこ

び〟と題
だい

して、

山
やまもと

本ジュリア講
こうし

師が講
こうわ

話をされ、あなたが

幸
こうふく

福になりたいと思
おも

ったら、幸
こうふく

福な表
ひょうじょう

情にな

ること、神
かみ

の子
こ

の悦
よろこ

び、人
にんげん

間が神
かみ

の子
こ

である

と言
い

うことほど嬉
うれ

しいことはないと強
きょうちょう

調され

た。聖
せいか

歌「青
せい

年
ねんかい

会の歌
うた

」斉
せいしょう

唱後
ご

、〝人
じんるい

類の運
うんめい

命

は青
せいしょうねん

少年の手
て

に〟と題
だい

して山
やまざき

崎賢
けんいち

一講
こうし

師が

熱
ねつい

意を持
も

って講
こうわ

話を行
おこ

なった。

昼
ちゅうしょく

食 前
まえ

に、アトラクションがあり、歌
か　しゅ

手

「全
ぜんこく

国大
たいかい

会の担
たんとうしゃ

当者」

「
向

む
か
い

本ほ
ん
ぶ部

講こ
う
し師

」

「
村

む
ら
か
み上

本ほ
ん
ぶ部

講こ
う
し師

」

「
小

お
　
の
　
で
ら

野
寺
本ほ

ん
ぶ部

講こ
う
し師

補ほ

」

「
山

や
ま
も
と本

講こ
う
し師

」



�

中
なかひら

平まり子
こ

さんが懐
なつ

かしい歌
うた

を披
ひ　ろう

露、そして

パラナ第
だい

１教
きょうか

化支
し　ぶ

部のコーラス隊
たい

の発
はっぴょう

表が

あった。

昼
ちゅうしょく

食 後
ご

、宮
みやざき

崎映
えいと

人本
ほんぶ

部講
こうし

師著
ちょしょ

書、ポ語
ご

版
ばん

『愛
あい

をもって幸
こうふく

福を獲
かくとく

得しよう』の紹
しょうかい

介が有
あ

り、

その後
ご

、華
か　れい

麗な衣
いしょう

装で伝
でんとうてき

統的な沖
おきなわ

縄踊
おど

り、華
はな

やかな白
しろ

鳩
はとかい

会有
ゆうし

志の団
だんたい

体舞
ぶ　よう

踊、迫
はくりょく

力のある沖
おき

縄
なわ

太
たいこ

鼓が披
ひ　ろう

露された。次
つ

いで少
しょうしょう

将・小
お　ばら

原明
あきら

氏
し

の力
ちからづよ

強い体
たいけんだん

験談の発
はっぴょう

表があった。

続
つづ

いて〝あなたの家
か　てい

庭を天
てんごく

国にするため

に〟と題
だい

して、石
いしい

井かず枝
え

講
こうし

師が講
こうわ

話を行
おこな

い、

極
ごくらく

楽の生
せいかつ

活を送
おく

るには笑
え　がお

顔を忘
わす

れないのが

秘
ひ　けつ

訣だとの内
ないよう

容であった。

体
たいけんだん

験談の後
あと

、歌
か　しゅ

手の伊
い

藤
とう

カーレンさんの

歌
か　よう

謡ショーがあり、参
さんか　しゃ

加者の皆
みな

さんも手
てびょうし

拍子

で一
いっしょ

緒に歌
うた

って楽
たの

しんだ。

聖
せいか

歌斉
せいしょう

唱後
ご、

、〝光
こうみょう

明の国
くに

〟と題
だい

して、村
むらかみ

上

真
ま　り

理枝
え

本
ほんぶ

部講
こうし

師が講
こうわ

話を行
おこ

ない、「私
わたし

たちは生
せい

命
めい

の子
こ

だ、太
たいよう

陽の子
こ

だ、光
ひかり

の子
こ

だ、いつまで

も消
き

えることがない太
たいよう

陽の子
こ

だ」だから神
かみさま

様

から尊
とうと

い生
せいめい

命を頂
いただ

いて活
い

かさないで生
せいかつ

活する

のはもったいない事
こと

であると語
かた

られた。

講
こうわ

話の締
し

めくくりとして、向
むかい

芳
よしお

夫本
ほんぶ

部講
こうし

師

が〝本
ほんとう

当の宗
しゅうきょうてき

教的救
すく

いとは〟と云
い

う今
こん

大
たいかい

会

のテーマに沿
そ

って講
こうわ

話をされ、外
そと

の世
せ　かい

界は神
かみ

が内
うち

の世
せ　かい

界を模
も　しゃ

写する。どんな境
きょうぐう

遇にいても

心
こころがま

構え一つで伸
の

びられる。人
にんげん

間神
かみ

の子
こ

の真
しんり

理

が自
じ　ぶん

分の内
うち

に感
かん

じた時
とき

、良
よ

くならざるを得
え

な

いのです。生
せいちょう

長の家
いえ

を知
し

って、御
み　おし

教えを知
し

っ

て多
おお

くの方
かた

たちが救
すく

われるのですと語
かた

られた。

続
つづ

いて参
さんか

加団
だんたい

体賞
しょう

の発
はっぴょう

表が行
おこな

われ、参
さんか　しゃ

加者

数
すう

と距
きょり

離加
か　さん

算では、一位
い

がパラナ第
だい

１、二

位
い

が聖
せいし

市第
だい

１教
きょうか

化支
し　ぶ

部、三位
い

がパウリスタ

第
だい

１であった。向
むかい

総
そうちょう

長、村
むらかみ

上理
り　じちょう

事長、大
おおしま

島

副
ふくり　じ ちょう

理事長より、それぞれ賞
しょうきん

金小
こ　ぎって

切手とトロ

フィーが教
きょうか

化支
し　ぶちょう

部長に贈
おく

られた。

終
お

わりに『使
し　めい

命行
こうしんきょく

進曲』を全
ぜんいん

員で斉
せいしょう

唱し、

次
つぎ

にバックサウンド・メロディーの流
なが

れる中
なか

、

担
たん

当
とう

講
こうし

師、相
そうあいかい

愛会・白
しろはとかい

鳩会々
かい

長
ちょう

、中
ちゅうお

央委
い　いん

員

が壇
だんじょう

上からハンカチを振
ふ

って会
かいじょう

場を後
あと

にする

参
さんか　しゃ

加者の皆
みな

さんを見
み　おく

送り、感
かんどう

動に満
み

ちた大
たいかい

会

が終
しゅうりょう

了した。        　　

「
団

だ
ん
た
い体

賞し
ょ
う

一
位い

の

 
 

パ
ラ
ナ
第だ

い

１
」

「
団

だ
ん
た
い体

賞し
ょ
う

二
位い

の

 
 

聖せ
い
し市

第だ
い

１
」

「
団

だ
ん
た
い体

賞し
ょ
う

三
位い

の

 
 

パ
ウ
リ
ス 

タ
第だ

い

１
」



�

生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル青
せい

年
ねんかい

会全
ぜんこく

国大
たいかい

会が、

2010 年
ねん

7 月
がつ

25 日
にち

、サンパウロ市
し

、イビラ

プエラ体
たいいくかん

育館にて開
かい

催
さい

され、参
さんかしゃ

加者は実
じっこう

行

委
い　いん

員を含
ふく

め 8.323 名
めい

でした。

参
さんか　しゃ

加者の増
ぞうか

加につながったのは、青
せいねんぶ

年部

の弛
たゆ

み無
な

い努
ど　りょく

力、日
にち　ご

語青
せいねんぶ

年部の活
かつどう

動、白
しろ

鳩
はとかい

会、相
そうあいかい

愛会の御
ご

支
し　えん

援のお陰
かげ

です。

今
こん

大
たいかい

会では新
あたら

しい試
こころ

みが幾
いく

つもあり、そ

の一つは「開
かいかいしき

会式に参
さんか

加しよう！」との呼
よ

びかけでした。参
さんか　しゃ

加者全
ぜんいん

員で大
たいかい

会のテーマ

曲
きょく

に合
あ

わせて踊
おど

り、皆
みんな

の心
こころ

が一つになった。

更
さら

に、大
たいかい

会の開
かいかいしき

会式にはカポエイラ、ヒッ

プ・ホップ、サンバ、ロック、バレーなど

が発
はっぴょう

表された。

それだけに留
とど

まらず、大
たいかい

会初
はつ

の、Twitter, 

Orkut そして青
せいねんかい

年会公
こうしき

式サイトを通
つう

じてイ

ンターネットによる生
なま

中
ちゅうけい

継が行
おこ

なわれた。

当
とうじつ

日、イビラプエラ体
たいいくかん

育館に出
しゅっせき

席すること

ができなかった人
ひと

達
たち

は青
せいねんかい

年会の公
こうしき

式サイト

でビデオや写
しゃしん

真を通
とお

して参
さんか

加することがで

きた。

今
こん

大
たいかい

会の指
し　どうしゃ

導者は、Daniela Cristina Seghessi

講
こうし

師で、第
だい

1 講
こうわ

話「宇
うちゅう

宙は 真
しん

・善
ぜん

・美
び

のあ

らわれである」、続
つづ

いて、ラ・米
べい

教
きょうか

化総
そうちょう

長・

「生
せい　ちょう

長の家
いえ

ブラジル青
せい　　ねん

年全
ぜん　　こく

国大
たい　　かい

会」
〈 真

しん

・善
ぜん

・美
 び

　を　生
い

きよう！〉

「
熱ね

つ
い意

あ
ふ
れ
る
若わ

こ
う
ど

人
で

　
　

埋う

め
尽つ

く
さ
れ
た
体

た
い
い
く
か
ん

育
館
」
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向
むかい

芳
よしお

夫本
ほんぶ

部講
こうし

師の第
だい

２講
こうわ

話「自
し

然
ぜん

環
かんきょう

境は 

真
しん

・善
ぜん

・美
び

の表
ひょうげん

現である」、それぞれのテー

マで行
おこな

われた。

昼
ちゅうしょく

食 後
ご

の第
だい

3 講
こうわ

話は Heitor Miyazaki 本
ほん

部
ぶ

講
こうし

師で「全
すべ

ての人
ひと

は 真
しん

・善
ぜん

・美
び

である」、

第
だい

４講
こうわ

話は伝
でんどう

道本
ほんぶ

部理
り　じ　ちょう

事長・村
むらかみ

上真
ま　り　え

理枝

本
ほんぶ

部講
こうし

師の「真
しん

・善
ぜん

・美
び

を生
い

きる」、そし

て大
たいかい

会最
さいご

後の第
だい

5 講
こうわ

話は Carlos Alberto da 

Silva 本
ほんぶ

部講
こうし

師補
ほ

の「家
か　てい

庭での真
しん

・善
ぜん

・美
び

」

でした。

 参
さん か　しゃ

加者の PR-Wenceslau Braz 教
きょうか

化支
し　ぶ

部の

Paulus Tonholi Pereira de Campos 地
ち　ほう

方講
こうし

師は

「先
せんせい

生方
がた

の講
こうわ

話で参
さんか　しゃ

加者は心
こころ

から神
かみ

の子
こ

で

あることの喜
よろこ

びを感
かん

じさせるものでありま

した。皆
みな

、夫
それぞれ

々の神
しんせい

性を見
み

、感
かん

じているよ

うな思
おも

いで熱
ねっしん

心に聞
き

き入
い

っていました。私
わたし

は乗
の

り越
こ

えられない障
しょうがい

害物
ぶつ

など無
ない

い、一
いっけん

見

苦
く　なん

難と思
おも

われるものは、わたしたちの無
む　げん

限

力
りょく

を発
はっき

揮する為
ため

にあるという事
こと

を理
り　かい

解させ

ていただきました。ブラジル全
ぜんこく

国の青
せいねん

年達
たち

が、大
たいかい

会で伝
つた

えられた光
ひかり

の言
ことば

葉によって、

心
こころ

が生
う

まれ変
か

わり、「真
しん

・善
ぜん

・美
び

」を体
たいけん

験し、

感
かんしゃ

謝、愛
あい

、そして喜
よろこ

びに満
み

ちた気
き　も

持ちで、夫
それぞれ

々

の町
まち

へ帰
かえ

られたことと信
しん

じております。」と

語
かた

った。

PE-RECIFE 教
きょうか

化 支
し　ぶ

部 の Francismar de 

Mesquita Santos さん によりますと「Twitter

を通
つう

じて大
たいかい

会に参
さんか

加することができまし

た。大
たいかい

会前
ぜんじつ

日に青
せい

年
ねんかい

会のサイト、Twitter と

Orkut のサイトからも放
ほうそう

送されることを知
し

りました。大
たいかい

会当
とうじつ

日、多
た　すう

数のアクセスの為
ため

回
かいせん

線が混
こんざつ

雑しました。私
わたし

は栄
さか

える会
かい

の勉
べんきょう

強

「白
しろはと

鳩会
かい

・実
じっこう

行委
い　いん

員の皆
みなさま

様」 「インターネット通
つうしん

信担
たんとう

当者
しゃ

」

「手
しゅわ

話による通
つうやく

訳」「ゴミの分
ぶんべつ

別に協
きょうりょく

力」
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サークルに参
さんか

加しておりますので、Twitter

を通
つう

じて参
さんか

加することに特
とくべつ

別な思
おも

いがあり

ました。私
わたし

にとって感
かんどうてき

動的だった場
ば　めん

面は、

村
むらかみ

上真
ま　り

理枝
え

本
ほんぶ

部講
こうし

師が講
こうわ

話のため、舞
ぶ　たい

台に

立
た

たれた時
とき

、司
し　かい

会を勤
つと

めていたご自
じ　しん

身の娘
むすめ

さんと抱
ほう

擁
よう

された瞬
しゅんかん

間、そして向
むかい

教
きょうか

化総
そうちょう

長

への歓
かん

迎
げい

の ”ôla”（応
おうえん

援の際
さい

に、会
かいじょう

場にいる観
かんきゃく

客で

作
つく

る波
なみ

）そして、私
わたしたち

達の教
きょうか

化支
し　ぶ

部のマリア・

ダルヴァネイデ講
こうし

師が表
ひょうしょうじょう

彰状を授
じゅ

与
よ

した

時
とき

です。」と話
はな

された。

尚
なお

、次
じ　かい

回（2011 年）の第
だい

56 回
かい

生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部青
せい

年
ねんかい

会全
ぜんこく

国大
たいかい

会の宣
せんでん

伝ビ

デオが公
こうかい

開され、既
すで

に 2.100 枚
まい

以
いじょう

上の仮
かり

受
じゅ

講
こうけん

券の予
よ　やく

約がありました。既
すで

に大
だい

成
せいこう

功とも

言
い

えるでしょう。

今
こん

大
たいかい

会では初
はじ

めて手
しゅわ

話による通
つうやく

訳が行
おこな

わ

れた。即
すなわ

ち、聴
ちょうかく

覚障
しょうがいしゃ

害者も生
せいちょう

長の家
いえ

の御
み　おし

教

えについて知
し

ることができた。また、今
こ　とし

年

の新
あたら

しい行
ぎょうじ

事の一
ひと

つとして、第
だい

1 回
かい

バンド・

コンクールが行
おこな

われた。最
さいしゅう

終審
しんさ

査に残
のこ

った

各
かく

バンドが夫
それぞれ

々抽
ちゅうせん

選で決
き

められた生
せいちょう

長の家
いえ

青
せい

年
ねんかい

会の歌
うた

と聖
せいか

歌を発
はっぴょう

表しました。審
しんさ

査

の規
き てい

定にはバージョンの質
しつ

、楽
がっき

器の技
ぎ じゅつ

術、

全
ぜんたい

体の調
ちょうわ

和、ボーカル技
ぎ じゅつ

術、演
えんそう

奏などが

評
ひょうか

価され、全
ぜん

参
さんか　しゃ

加者に感
かんどう

動を与
あた

えた。

全
ぜんこく

国青
せい

年
ねんかい

会で忘
わす

れてはならない、環
かんきょう

境問
もん

題
だい

に参
さんか　しゃ

加者の協
きょうりょく

力もあった。ゴミの分
ぶんべつ

別が

行
おこ

なわれ、大
おおぜい

勢のメンバーが、紙
かみ

、プラスチッ

ク、ガラス、金
きんぞく

属、そして生
なま

ゴミを全
すべ

て分
ぶん

別
べつ

し、収
しゅうしゅう

集に取
と

り組
く

くんだ。自
し　ぜん

然は私
わたし

たち

の手
て

によって護
まも

られるのです。大
たいかい

会開
かいさいちゅう

催 中

にはリサイクル材
ざいりょう

料を利
り　よう

用して作
つく

られたエ

コバッグも販
はんばい

売された。

青
せい

年
ねんかい

会の使
し　めい

命は青
せいねん

年の中
なか

に宿
やど

る神
しんせい

性を

目
め　ざ

覚めさせることであります。

今
こ　とし

年も昨
さくねん

年に劣
おとろえ

ない熱
あつ

い雰
ふんい　き

囲気に包
つつ

まれ、

体
たいいくかん

育館は終
しゅうじつ

日若
わこうど

人の熱
ねっき

気に満
み

たされた。

「大
たいかい

会担
たんとう

当講
こうし

師ー向
む

かって

右
みぎ

から：

向
むかい

芳
よしお

夫本
ほんぶ

部講
こうし

師、村
むらかみ

上

真
ま　り

理枝
え

本
ほんぶ

部講
こうし

師、Heitor 

Miyazaki 本
ほん

部
ぶ

講
こうし

師、Carlos 

Alberto da Silva 本
ほんぶ

部 講
こうし

師

補
ほ

、Danie l a  Cr i s t i na　

Seghessi 講
こうし

師」
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「　聖
せい   し

市の　『生
せい ちょう

長の家
いえ

の日
 ひ

』　」

伝
でんどう

道本
ほんぶ

部理
り  じ

事・田
た  まる

丸秀
ひで

雄
お

ルイス講
こうし

師が当
とうじつ

日の

記
き  ねん

念講
こうえん

演を行
おこな

った。田
た   まる

丸講
こうし

師は「天
てんごく

国とは今
いま

此
こ  こ

処に在
あ

るのであり、今
いま

此
こ  こ

処が完
かんぜん

全なる世
せ  かい

界

である事
こと

を知
し

らなければない。そしてそれを

認
にんしき

識し、受
う

け容
い

れる事
こと

が大
だいじ

事です」と話
はな

さ

れた。その直
ちょくご

後、歌
か  しゅ

手でもある AGNALDO 

TIMOTEO 市
し  かい

会議
ぎ  いん

員が「７４年
ねんかん

間の人
じんせい

生を

送
おく

って来
き

て、私
わたし

が知
し

ることの出
で　き

来なかった事
こと

がこの２０分
ぷん

の短
たんじ  かん

時間の中
なか

で習
しゅう

得
とく

することが

出
で  き

来ました」と飛
と

び入
い

りで激
かんげき

励の言
ことば

葉を述
の

べ

た。

生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほん

部
ぶ

副
ふくり   じ    ちょう

理 事 長・

宮
みやうら

浦準
じゅんじ

治本
ほんぶ

部講
こうし

師の先
せんどう

導によって、出
しゅっせきしゃ

席者

一
いっせい

斉に「世
せ  かい

界平
へいわ

和の祈
いの

り」を唱
とな

えた後
あと

、議
ぎちょう

長

の羽
は  とう

藤ジョージ氏
し

が閉
へいかい

会の挨
あいさつ

拶を述
の

べた。

最
さいご

後に、聖
せいか

歌「使
し  めい

命行
こうしんきょく

進曲」が斉
せいしょう

唱され、

記
き  ねん

念式
しきてん

典は終
しゅうりょう

了した。

当
とうじつ

日、式
しきてん

典の参
さん か  しゃ

加者全
ぜんいん

員に、お祝
いわ

いとして、

生
せいちょう

長の家
いえ

ラ・米
べい

教
きょうか

化総
そうちょう

長・向
むかい

芳
よしお

夫本
ほんぶ

部講
こうし

師

著
ちょしょ

書 の“AMOR E DEDICAÇÃO A UM 

IDEAL”がプレゼントされた。

去
さ

る８月
がつ

１２日
にち

（木
もく

）午
ご  ぜん

前９時
じ

より、サ

ンパウロ市
し

議
ぎ  かい

会議
ぎ  じ

事堂
どう

内
ない

で『生
せいちょう

長の家
いえ

の日
ひ

』

を祝
いわ

う記
き  ねん

念式
しきてん

典が行
おこ

なわれた。当
とうじつ

日は、好
こうてん

天

に恵
めぐ

まれ、来
らいひん

賓や関
かん

係
けいしゃ

者を含
ふく

めて約
やく

１４５

名
めい

が参
さんれつ

列された。式
しきてん

典は、１９９７年
ねん

制
せいてい

定さ

れて以
い  らい

来、今
こ  とし

年で１４回
かいめ

目を迎
むか

え、同
どう

所
しょない

内の

専
せんぞく

属放
ほうそうきょく

送局である TV CÂMARA 局
きょく

より式
しき

典
てん

が収
しゅう

録
ろく

された。

式
しきてん

典は、羽
は  とう

藤ジョージ市
し  かい

会議
ぎ  いん

員が議
ぎちょう

長

となって進
しんこう

行され、午
ご  ぜん

前９時
じ

に開
かいかい

会を

宣
せんげん

言し、ブラジル国
こっか

歌を斉
せいしょう

唱し、次
つ

いで、

ARNALDO ALVES DA SILVA 講
こうし

師により

「大
だいちょうわ

調和の神
しんじ

示」が朗
ろうどく

読された。

引
ひ

き続
つづ

き、元
もと

市
し  かい

会議
ぎ  いん

員であり「生
せいちょう

長の家
いえ

の日
ひ

」の定
てい ぎ  しゃ

義者である田
た  ば

場ジョルジ講
こうし

師、

神
かみや

谷牛
うし

太
た  ろう

郎市
し  ぎ

議、生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほん

部
ぶ

理
り  じ  ちょう

事長・村
むらかみ

上真
ま  り

理枝
え

本
ほんぶ

部講
こうし

師並
なら

びに議
ぎ ちょう

長の

羽
は  とう

藤ジョージ市
し  ぎ

議が挨
あいさつ

拶を述
の

べた。

聖
せいか

歌 斉
せいしょう

唱 後
ご、

、LUCIANO SUNDIN DO 

LAGO 光
こうみょう

明実
じっせん

践委
い  いん

員の体
たいけん

験発
はっぴょう

表があった。

続
つづ

いて、２０分
ぷん

に亘
わた

って、生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル

「開
かいかい

会の祈
いの

りを先
せんどう

導する宮
みやうら

裏準
じゅんじ

治本
ほんぶこうし

部講師」 「使
し　めい

命行
こうしん

進曲
きょく

 を斉
せいしょう

唱する参
さんかしゃ

加者」
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第
だい

12 回
かい

感
かんしゃ

謝見
けん

真
しんかい

会は去
さ

る 7 月
がつ

4 日
か

、ブ

ラジルに於
お

ける運
うんどう

動の歴
れきし

史に重
じゅうよう

要なページが

綴
つづ

られたイバイチー市
し

の町
まち

で開
かいさい

催された。参
さん

加
か　しゃ

者は 346 名
めい

。

1941 年
ねん

に松
まつだ

田大
だいじろう

二郎、松
まつだ

田巳
みよ

代志
し

兄
きょうだい

弟が、

この町
まち

に光
こうみょう

明村
むら

（コロニア・デ・ルース）を

設
せつりつ

立し、自
じ　たく

宅をブラジルの地
ち

に於
お

ける最
さいしょ

初の

練
れん

成
せい

道
どうじょう

場とした。

当
とうじつ

日の担
たんとう

当講
こうし

師はリリアン・スージ・バッ

フィ・ノリマツ講
こうし

師とミルトン・カズオ・ノ

リマツ講
こうし

師であった。先
せんく　しゃ

駆者への追
ついとう

悼儀
ぎ　しき

式が

西
にしかわ

川ヒロシ講
こうし

師によって行
おこ

なわれた後
あと

、楽
たの

し

い、笑
わら

いの練
れんしゅう

習についての説
せつめい

明、実
じっしゅう

習があっ

た。

聖
せいか

歌、体
たいけんだん

験談、SP プレジデンテ・プルデ

ンテ教
きょうか

化支
し　ぶ

部のコーラス、そしてブラジル

生
せいちょう

長の家
いえ

の歴
れきし

史を語
かた

る芝
し　ばい

居が発
はっぴょう

表された。

リリアン講
こうし

師は、講
こうわ

話の中
なか

で、松
まつだ

田巳
み

代
よ　し

志先
せんせい

生の献
けんしんてき

身的な人
じんせい

生について語
かた

り、

参
さんか　しゃ

加者全
ぜんいん

員が感
かんどう

動した。松
まつだ

田巳
み

代
よ　し

志先
せんせい

生は、

兄
あに

の大
だいじろう

二郎先
せんせい

生が安
あんしん

心して巡
じゅんこう

講に出
で

られるよ

うに、何
なんねん

年も家
かぎょう

業を守
まも

られた。こうして運
うんどう

動

の基
き　ばん

盤を築
きず

くことができた。

『生
せいめい

命の實
じっそう

相』を説
と

くために巡
じゅんこう

講を重
かさ

ねる

度
たび

に、松
まつだ

田大
だいじろう

二郎先
せんせい

生は若
わか

い人
ひと

達
たち

を自
じ　ぶん

分の

家
いえ

に連
つ

れて来
き

ては、松
まつだ

田巳
み

代
よ　し

志先
せんせい

生の下
もと

で、

真
しんり

理の勉
べんきょう

強をさせたのであった。当
とうじ

時、巳
み

代
よ　し

志先
せんせい

生は奥
おくさま

様と共
とも

に農
のうぎょう

業の仕
しごと

事をしなが

ら、生
せいちょう

長の家
いえ

の活
かつ

動
どう

に励
はげ

んでおられた。

　パラナ州
しゅう

ロンドリーナ教
きょうか

化支
し　ぶ

部の青
せい

年
ねんかい

会が準
じゅんび

備した演
えんげき

劇によって、当
とうじ

時、松
まつだ

田

兄
きょうだい

弟の聖
せいてん

典『生
せいめい

命の実
じっそう

相』との出
で　あ

会いが再
さいげん

現

された。ユーモアと感
かんどう

動にあふれた劇
げき

に、

参
さんか

加者
しゃ

は魅
み

了
りょう

された。

パラナ州
しゅう

ヴェンセスラウ・ブラス教
きょうか

化

支
し　ぶ　ちょう

部長のエジルソン・デ・ソウザ・メン

デス講
こうし

師は、30 人
にん

の団
だんたい

体を率
ひき

いて参
さんか

加し、

「参
さんか　しゃ

加者にとって、深
ふか

く思
おも

い出
で

に残
のこ

る行
ぎょうじ

事で

した」と語
かた

った。

「パラナ州
しゅう

イバイチー市
し

第
だい

１２回
かい

感
かん　しゃ

謝見
けん　しん　かい

真会」

運
うんどう

動の起
き　げん

源を記
き　ねん

念し、思
おも

い出
で

を蘇
よみがえ

らせる

「感
かんしゃ

謝の真
まごころ

心を込
こ

めて祈
いの

る参
さんかしゃ

加者」

「向
む

かって右
みぎ

から：リリアン・ノリマツ講
こうし

師、

 ミルトン・ノリマツ講
こうし

師」
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パウリスタ第
だい

２教
きょうか

化支
し　ぶ

部創
そうりつ

立 52 年
ねん

、並
なら

びにジュンケイロポリス支
し　ぶ

部創
そうりつ

立 50 年
ねん

の

記
き　ねん

念祝
しゅくが

賀講
こうえんかい

演会が去
さ

る 8 月
がつ

１
ついたち

日、ジュン

ケイロポリス生
せいちょう

長の家
いえ

会
かいかん

館に於
お

いて、伝
でんどう

道

本
ほんぶ

部理
り　じちょう

事長・村
むらかみ

上真
ま　り

理枝
え

本
ほんぶ

部講
こうし

師の指
し　どう

導の

もとに開
かいさい

催された。

ジュンケイロポリス市
し

はアセロラと葡
ぶ　どう

萄

の産
さんち

地として知
し

られ、毎
まいとし

年 11月
がつ

には華
はな

やか

なお祭
まつ

りが開
ひら

かれる。

村
むらかみ

上真
ま　り

理枝
え

本
ほんぶ

部講
こうし

師は講
こう　えんかい

演会前
ぜんじつ

日の７月
がつ

31 日
にち

午
ご　ぜん

前に日
に　ほん

本から帰
き　はく

伯し、午
ご　ご

後の便
びん

で

プレジデンテ・プルデンテ空
くうこう

港に到
とう

着
ちゃく

した。

荒
あらまき

牧教
きょうか

化支
し　ぶちょう

部長の御
お

計
はか

らいによって、ジュ

ンケイロポリス市
し　ちょう

長の専
せんようしゃ

用車でドラセーナ

へ向
む

かった。

多
た　ぼう

忙なスケジュールにも関
かか

わらず、疲
つか

れ

も見
み

せずに31日夜
よる

、青
せいねんぶ

年部の皆
みな

さんの申
もう

し

出
で

に答
こた

えて、村
むらかみ

上本
ほんぶ

部講
こう

師
し

は予
よ　てい

定にないツッ

ピー・パウリスタ生
せいちょう

長の家
いえ

の会
かいかん

館で講
こう

話
わ

を

行
おこな

った。

翌
よくじつ

日、８月
がつ

１
ついたち

日午
ご　ぜん

前８時
じ

20分
ぷん

、市
しちょう

長ご夫
ふ　さい

妻、

市
し　かい

会議
ぎちょう

長、パウリスタ第
だい

１、パウリスタ第
だい

２、

ソロカバナ第
だい

１の信
しんと

徒の皆
みなさま

様、参
さんか　しゃ

加者数
すう

185名
めい

で、会
かいじょう

場は満
まん

席
せき

の状
じょうたい

態で講
こうえんかい

演会が始
はじ

まった。

菊
きくち

池英
ひでお

雄相
そうあい

愛連
れんごう

合 会
かいちょう

長 先
せんどう

導で、聖
せい

経
きょう

『甘
かんろ

露の法
ほう

雨
う

』が読
どくじゅ

誦され、会
かいじょう

場が清
きよ

められた。

聖
せいか

歌、岩
いわた

田講
こうし

師の『大
だいちょうわ

調和の神
しんじ

示』に続
つづ

いて

荒
あらまき

牧教
きょうか

化支
し

部
ぶちょう

長が開
かいかい

会の挨
あいさつ

拶を行
おこな

った。

９時
じ

20 分
ぷん

、理
り　じちょう

事長村
むらかみ

上真
ま　り

理枝
え

本
ほんぶ

部講
こうし

師

が市
し　かい

会議
ぎ　ちょう

長から賞
しょうじょう

状を授
じゅよ

与された。その後
ご

、

功
こうろうしゃ

労者の表
ひょうしょう

彰が開
かいし

始され、ジュンケイロポリ

ス市
しちょう

長と村
むら

上
かみ

本
ほんぶ

部講
こうし

師より表
ひょうしょうしゃ

彰者へ祝
しゅくじ

辞が

あった。

　祝
しゅくじ

辞の中
なか

で村
むらかみ

上本
ほんぶ

部講
こうし

師は、創
そうりつ

立以
い　らい

来

「パウリスタ第
だい

２教
きょうか

化支
し　　ぶ

部創
そう　りつ

立 52 年
ねん

」

「ジュンケイロポリス支
し　　ぶ

部創
そう　りつ

立 50 年
ねん

」

「講
こうわ

話中
ちゅう

の村
むらかみ

上真
ま　り

理枝
え

本
ほんぶ

部講
こうし

師」「荒
あらまき

牧教
きょうか

化支
し　ぶちょう

部長による開
かいかい

会のあいさつ」
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地
じ　もと

元生
せいちょう

長の家
いえ

のために貢
こうけん

献された方
かたがた

々へ

感
かんしゃ

謝の言
ことば

葉を述
の

べ、「中
なか

にはもう既
すで

に昇
しょうてん

天さ

れている方
かた

もおられ、霊
れいかい

界から皆
みなさま

様に拍
はくしゅ

手

を送
おく

られているに違
ちが

いない」、と話
はな

した。

10 時
じ

30 分
ぷん

より功
こうろう

労物
ぶっこ

故者
しゃ

供
く　よう

養祭
さい

が村
むらかみ

上

本
ほんぶ

部講
こうし

師、並
なら

びに荒
あらまき

牧教
きょうか

化支
し　ぶちょう

部長によって

行
おこな

われた。参
さんか　しゃ

加者は真
まごころ

心を込
こ

めて焼
しょうこう

香した。

昼
ちゅうしょく

食は J.E.C（地
じ　もと

元日
にほんじん

本人会
かいかん

館）へ移
い　どう

動。

ジュンケイロポリス支
し　ぶ

部の皆
みなさま

様の心
こころ

のこもっ

た手
てりょうり

料理を参
さんかしゃ

加者全
ぜんいん

員でいただき、市
しちょう

長から

アセロラジュースが配
くば

られた。

昼
ちゅうしょくご

食後、午
ご　ご

後の行
ぎょうじ

事が佐
さ

野
の

アルベルト

講
こうし

師の講
こうわ

話“自
じ　ぶん

分自
じ　しん

身で運
うんめい

命をつくる”の

テーマで再
さいかい

開された。佐
さ　の

野講
こうし

師は「我
われわれ

々は求
もと

めるより、与
あた

えた時
とき

にはじめて幸
こうふく

福になれる、

そして念
ねん

ずると必
かなら

ず実
じつげん

現するので、良
よ

いこと

だけを思
おも

うようにしよう」と話
はな

され、最
さい

後
ご

に

印
いんさつ

刷した“許
ゆる

しの祈
いのり

り”を皆
みなさま

様に手
て　わた

渡した。

平
ひら　の

野寿
す

美
み　こ

子伝
でんどういん

道員の体
たいけんだん

験談に続
つづ

き、村
むらかみ

上

本
ほんぶ

部講
こうし

師の “ 谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

大
だい

聖
せい

師
し

をドラセーナ

にお迎
むか

えして ” と題
だい

して谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

大
だい

聖
せい

師
し

の

御
ご

巡
じゅんこう

講の様
ようす

子を話
はな

された。中
なか

には今
いま

も当
とうじ

時

の感
かんどう

動を覚
おぼ

えておられる方
かた

が会
かいじょう

場に 10 人
にん

ほどおられた。

谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生と谷
たにぐち

口輝
てるこ

子先
せんせい

生の御
ご

巡
じゅんこう

講の

再
さい

に、当
とうじ

時パカエンブーの市
し　ちょう

長をされてい

た方
かた

が癌
がん

を患
わずら

い、夢
ゆめ

の中
なか

で或
あ

る日
にほんじん

本人があ

らわれ、懸
けんめい

命に " 土
ど　ようび

曜日、土
ど　ようび

曜日 " と繰
く

り

返
かえ

し言
い

われ、意
い　み

味がわからないまま目
め　ざ

覚め

た。丁
ちょうど

度その頃
ころ

御
ご

巡
じゅんしゃく

錫でパウリスタ地
ち　ほう

方を

回
まわ

られていた谷
たに

口
ぐち

雅
まさ

春
はる

大
だい

聖
せいし

師の特
とくべつ

別講
こうわ

話が

その土
ど　ようび

曜日に開
かい

催
さい

された。

偶
ぐうぜん

然講
こうわ

話に参
さんか

加された市
し　ちょう

長は、谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生が夢
ゆめ

に出
で

て来
こ

られた日
に

本
ほんにん

人だというこ

とが判
はんめい

明し、大
たいへん

変驚
おどろ

かれた。

そのまま講
こうわ

話を聴
き

き、後
のち

に癌
がん

を克
こく

服
ふく

した

ことがわかった。そして「谷
たに

口
ぐち

雅
まさ

春
はる

氏
し

のよ

うな方
かた

が世
よ

の中
なか

に何
なんにん

人かおられたら、世
せ　かい

界

は平
へいわ

和になる」と言
い

われた。

講
こうわ

話の中
なか

で、村
むらかみ

上本
ほんぶ

部講
こうし

師は「何
なん

歳
さい

になっ

てもどこにいても頒
はんぷ

布する機
き　かい

会をつくり、

生
せいちょう

長の家
いえ

のみ教
おし

えを皆
みなさま

様にお伝
つた

えする事
こと

が、

谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生へのご恩
おん

返
がえ

しになる」と話
はな

し

た。

生
せいちょう

長の家
いえ

のみ教
おし

えによって救
すく

われたとい

う方
かた

が会
かいじょう

場に複
ふくすう

数おられた。

その後
ご

、村
むらかみ

上本
ほんぶ

部講
こうし

師による結
けつご

語 " 人
にんげん

間

神
かみ

の子
こ

無
む　げんりょく

限力 " に続
つづ

いて、閉
へいかい

会の祈
いの

り、そ

して全
ぜんいん

員で元
げんき

気よく、『使
し　めい

命行
こうしんきょく

進曲』を斉
せいしょう

唱

した。参
さんか　しゃ

加者は感
かんどう

動を胸
むね

に、村
むらかみ

上本
ほんぶ

部講
こうし

師

と別
わか

れを惜
お

しみながら解
かいさん

散した。

「表
ひょうしょう

彰された功
こうろうしゃ

労者」
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去
さ

る８月
がつ

１
ついたち

日伝
でんどう

道本
ほ ん ぶ

部別
べっかん

館Ｃ室
しつ

に於
お

いて、インターネット通
つうしん

信による地
ち ほ う

方

講
こ う し

師勉
べんきょうかい

強会が高
たかはし

橋信
しん

次
じ

本
ほ ん ぶ

部講
こ う し

師と石
い し い

井

ルイス本
ほ ん ぶ

部講
こ う し

師補
ほ

の指
し ど う

導のもとで行
おこ

な

われた。伝
でんどう

道本
ほ ん ぶ

部別
べっかん

館のＣ室
しつ

で６1 名
めい

の

地
ち ほ う

方講
こ う し

師が参
さん

加
か

し、地
ち ほ う

方ではインター

ネット通
つうしん

信によって地
じ も と

元の年
ねんぱい

配地
ち ほ う

方

講
こ う し

師も参
さん

加
か

出
で き

来たことがメリットであった。

横
よこやま

山ジョン講
こ う し

師の聖
せい

経
きょう

読
どくじゅ

誦ではじまり、９

時
じ

より開
かいかいしき

会式となった。

先
ま

ず高
たかはし

橋信
しん

次
じ

本
ほ ん ぶ

部講
こ う し

師の開
かいかい

会の祈
いの

り、続
つづ

いて石
い し い

井ルイス本
ほ ん ぶ

部講
こ う し

師補
ほ

の開
かいかい

会の挨
あいさつ

拶が

あった。それから体
たいけんだん

験談となり、「Módulo 

の勉
べんきょう

強について」のテーマで勉
べんきょうかい

強会を

指
し ど う

導している橋
はしづめ

詰敏
と し お

雄講
こ う し

師は、Módulo の

勉
べんきょうかい

強会の素
す ば

晴らしさを語
かた

った。

　第
だいいち

一講
こ う わ

話には高
たかはし

橋信
しん

次
じ

本
ほ ん ぶ

部講
こ う し

師の「七
なな

つの光
こうみょう

明宣
せんげん

言の解
かいせつ

説」及
およ

び「七
なな

つの光
こうみょう

明

宣
せんげん

言」の第
だいいちじょう

一条と第二
にじょう

条を説
と

いた。現
げんしょう

象は

横
よこ

の真
し ん り

理で、心
こころ

の法
ほうそく

則によって現
あらわ

れてい

る世
せ か い

界である。現
げんざい

在意
い し き

識の働
はたら

きは５％で、

潜
せんざい

在意
い し き

識の働
ばたら

きは９５％であることを説
と

き、

「生
せいめい

命の実
じっそう

相」の自
じしょう

性円
えんまん

満を自
じ か く

覚すれば、

大
だいせいめい

生命の神
し ん ゆ

癒の力
ちから

が働
はたら

いて「メタフィジカ

ル　ヒーリング」神
し ん ゆ

癒となる。生
せいちょう

長の家
いえ

は

病
びょうき

気治
ちりょう

療のみが目
もくてき

的ではなく自
じ ぶ ん

分自
じ し ん

身が神
かみ

であることを自
じ か く

覚して、自
じ し ん

身を礼
らいはい

拝し肉
にくたい

体

は亡
ほろ

びても生
せいめい

命は生
い

き通
とお

しであると信
しん

ずる

事
こと

、死
し ご

後にも個
こ じ ん

人の業
ぎょうせき

績は残
のこ

る。現
げんしょうかい

象界あ

りと見
み

て転
てんとう

倒妄
もうそう

想して、病
びょうき

気や悪
あく

はないの

「地
ち　　　ほう

方講
こう　し

師勉
べん　きょう　かい

強会」

インターネット通
つう　しん

信

「
真

し
ん
け
ん剣 

に 

勉
べ
ん
き
ょ
う

強

会か
い 

に
取と

り
組く

む
参さ

ん
か
し
ゃ

加
者
」
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にあると思
おも

って苦
く ろ う

労している人
じんるい

類を救
すく

うに

は、人
にんげん

間の生
せいめい

命の本
ほんしつ

質を信
しん

じて愛
あい

行
ぎょう

を実
じっせん

践

することであると指
し ど う

導された。

　次
つぎ

は体
たいけんだん

験談で、宮
みやはら

原夏
なつ

恵
え

講
こ う し

師は歩
ある

かな

い子
こ ど も

供の親
おや

が、親
おや

に感
かんしゃ

謝、先
せ ん ぞ

祖供
く よ う

養をする

事
こと

によって、その子
こ ど も

供が歩
ある

き始
はじ

めた体
たいけん

験を

語
かた

った。

　続
つづ

いて第
だい

二講
こ う わ

話では、石
い し い

井ルイス本
ほ ん ぶ

部

講
こ う し

師補
ほ

は「講
こうしかい

師会への出
しゅっせき

席 / 報
ほうこくしょ

告書 / 試
し け ん

験

/ 昇
しょうかく

格試
し け ん

験／本
ほ ん ぶ

部派
は け ん

遣講
こ う し

師の条
じょうけん

件 / 交
こうりゅう

流

講
こ う し

師の条
じょうけん

件」等
など

、講
こ う し

師として是
ぜ ひ

非とも知
し

る

べき重
じゅうようせい

要性を指
し て き

摘した。「宗
しゅうきょう

教というものは、

決
けっ

して病
びょうき

気治
なお

しや個
こ じ ん

人の繁
はんえい

栄のために利
り よ う

用

せるべきものではありません。本
ほんとう

当のおか

げがあらわれるのは、真
まごころ

心の信
しんこう

仰と報
ほうおん

恩感
かん

謝
しゃ

の心
こころ

が現
あらわ

れた時
とき

、その付
ふ ぞ く

属として現
あらわ

れる

ものです」と指
し ど う

導した。

昼
ちゅうしょく

食の時
じ か ん

間になり、午
ご ご

後から質
し つ ぎ

疑応
おうとう

答

の時
じ か ん

間にあわせて、休
きゅうけい

憩時
じ

間
かん

には地
ち ほ う

方から

の質
しつもん

問がメールで送
おく

られて来
き

た。昼
ちゅうしょく

食後
ご

か

らの第
だい

三講
こ う わ

話は両
りょうこうし

講師の解
かいとう

答によって質
し つ ぎ

疑

応
おうとう

答が行
おこな

われた。

続
つづ

いて第
だい

四
よん

講
こ う わ

話で石
い し い

井ルイス本
ほ ん ぶ

部講
こ う し

師補
ほ

は、「七
なな

つの光
こうみょう

明宣
せんげん

言」第
だいさん

三条
じょう

にある「吾
われ

等
ら

は人
じんるい

類が無
む げ ん

限生
せいちょう

長の 真
まことのみち

道を歩
あゆ

まんがため

に生
せい

命
めい

の創
そ う か

化の法
ほうそく

則を研
けんきゅうはっ

究発表
ぴょうす

す」という

ことを説
と

きながら尊
そ ん し

師谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生は、「私
わたし

を教
きょうそ

祖あつかいにして下
くだ

さる誌
し

友
ゆう

もあるが、

わたしは『生
せいちょう

長の家
いえ

』の教
きょうそ

祖ではない…

一
ひ と り

人の求
きゅうどうしゃ

道者にすぎない」と書
か

かれている

ことを指
し て き

摘した。

最
さ い ご

後の結
け つ ご

語となり、担
たんとう

当の高
たかはし

橋信
しん

次
じ

本
ほ ん ぶ

部

講
こ う し

師は「七
なな

つの光
こうみょう

明宣
せんげん

言」第
だい

四
よんじょう

条を説
と

かれ、

神
かみ

は全
ぜんのう

能であり、全
ぜ ん ち

知であり、無
む げ ん

限の智
ち え

慧

であり、無
む げ ん

限の愛
あい

であり、悪
わる

いものは本
ほんらい

来

ない全
すべ

て善
よ

し、悪
わる

いものは無
な

いと宣
せんげん

言され

ていると指
し ど う

導され、インターネット通
つうしん

信に

よる新
あたら

しい試
こころ

みの意
い ぎ

義ある勉
べんきょうかい

強会を終
しゅうりょう

了し

た。

当
とうじつ

日接
せつぞく

続されたリンクの数
かず

は 22 ヵ
か し ょ

所で

受
じゅこうしゃ

講者数
すう

は２５２名
めい

、テキストは『生
せいめい

命の

実
じっそう

相』第
だい

一
いっかん

巻、「求
ぐ ど う

道と伝
でんどう

道のために」が

使
し よ う

用された。

「
講こ

う
わ話

中ち
ゅ
うの

石い
し
い井

本ほ
ん
ぶ部

講こ
う
し師

補ほ

」
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連
れんさい

載・真
しんり

理の勉
べんきょう

強 ( 第
だい

29 回
かい

)

『一
いちばん

番大
たいせつ

切なもの』

                   　  谷
たにぐち

口清
せいちょう

超先
せんせいちょ

生著

「不
ふ　し

死不
ふ　めつ

滅」

私
わたし

は昔
むかし

、広
ひろしま

島市
し

の南
みなみ

竹
たけや

屋町
ちょう

と言
い

うところ

で生
う

まれたらしい。その後
ご

四
よんさい

歳ごろまでし

か居
い

なかったが、今
いま

でもはっきり覚
おぼ

えてい

る光
こうけい

景である。その一
ひと

つは、どこかの大
おお

き

な通
とお

りを通
とお

っていたとき、向
む

こうから来
き

た

自
じ　どうしゃ

動車が、やはり向
む

こうから来
き

た大
おとな

人の人
ひと

（男
だんせい

性）の足
あし

を轢
ひ

いた。男
おとこ

の人
ひと

の下
げ　た

駄が割
わ

れ

て、黒
くろ

足
た　び

袋の足
あし

から、血
ち

が吹
ふ

き出
だ

していた。

彼
かれ

はそれでも逃
に

げて行
い

った車
くるま

を追
お

いかける

ような恰
かっこう

好をして、片
かたあし

足を引
ひ

きずって大
おおごえ

声

で叫
さけ

んでいた。

私
わたし

はそれを見
み

て、恐
おそ

ろしくてたまらず、

後
あと

はどうなったかもわからないまま、立
た

ち

去
さ

ったことがある。その辺
へん

には大
おお

きな病
びょういん

院

も在
あ

ったし、人
ひと

通
どお

りも多
おお

かったから、この

男
おとこ

の人
ひと

も助
たす

けられたと思
おも

うが、三歳
さい

か四歳
さい

の私
わたし

には、ただ恐
おそ

ろしいと言
い

う思
おも

いだけが

残
のこ

ったのである。

大
おとな

人にとって手
て

でも足
あし

でも、指
ゆび

一
いっぽん

本でも、

傷
きず

つくととても不
ふ　べん

便なものだ。だから大
たいせつ

切

にして、病
びょうき

気や怪
け　が

我をしないようにしなけ

ればならない。今
いま

はあのころより、ずっと

自
じ　どうしゃ

動車や自
じ　てんしゃ

転車が増
ふ

えたから、生
う

まれなが

ら不
ふ　じ　ゆう

自由なからだの人
ひと

は、さぞ困
こま

るだろう。

言
い

うまでもなく肉
にくたい

体は私
わたし

たちの使
つか

う一番
ばん

大
たいせつ

切な道
どうぐ

具であり、家
いえ

であり、乗
の

り物
もの

でも

ある。しかしその主
しゅじんこう

人公は、魂
たましい

と言
い

われる

目
め

に見
み

えない霊
れい

であり、永
えいえん

遠に生
い

き通
とお

して

いるものだと言
い

うのが、正
ただ

しい宗
しゅうきょう

教的
てき

な考
かんが

えである。と言
い

うのは、もし肉
にくたい

体が死
し

ぬと、

もうその人
ひと

が居
い

なくなり、灰
はい

や骨
ほね

だけだと

言
い

うのなら、“何
なん

のために生
い

きて来
き

たのか”、

分
わ

からないからである。

またその魂
たましい

が、しばらくは生
い

きていても、

千
せんねん

年か、万
まん

年
ねん

かすると、死
し

んで居
い

なくなる

のでも、やはりつまらない。例
たと

えばお金
かね

で

も、しばらくは財
さいふ

布にあるが、夕
ゆうがた

方になると、

もう消
き

えてなくなると言
い

うのでは、つまら

ない、値
ね　う

打ちがないようなものであろう。

だから魂
たましい

や霊
れい

はいつまでも生
い

き通
とお

してい

て、“永
えいえん

遠不
ふ　めつ

滅”だと信
しん

ずるのが当
あ

たり前
まえ

だ。

しかも“不
ふ　めつ

滅”となると、完
かんぜん

全でなくては

ならない。完
かんぜん

全でないものは、やがて必
かなら

ず

壊
こわ

れてしまうからである。

だから肉
にくたい

体という道
どうぐ

具やその他
た

の「物
もの

づ

くり」はとても大
たいせつ

切で、これが物
ぶっしつ

質世
せ

界
かい

（こ

（05）

（01）

（10）

（02）

（03）

（04）

（06）

（07）

（08）

（09）

（11）

（12）
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の世
よ

）での「基
き　ほんてき

本的な仕
し　ごと

事」と言
い

えるのだ。

ここで基
き　ほんてき

本的と言
い

うのは、建
たて

物
もの

でも基
き　そ

礎造
づく

りが出
で　き

来ていないと建
た

てられない、と言
い

う

ような意
い　み

味である。

「物
もの

づくり」

ところが最
さいきん

近は、このような「物
もの

づくり」

よりも「情
じょうほう

報」や「株
かぶか

価」や「金
きんり

利」など

が重
じゅうし

視される傾
けいこう

向が強
つよ

くなってきたようだ。

確
たし

かにこれらも大
たいせつ

切であるが、それだけの

ソフトでは、実
じったい

体がない。それが何
なに

かに

物
ぶっしつか

質化されて来
き

て、建
けんせつ

設されたり、保
ほ　ぞん

存さ

れたりして、ハード化
か

される。例
たと

えばスペー

スシャトルが機
き　たい

体の故
こ　しょう

障によって、不
ふ　こう

幸に

も空
くうちゅう

中分
ぶんかい

解して、墜
ついらく

落した。このときは

機
き　たい

体が墜
ついらく

落する前
まえ

に、多
おお

くの情
じょうほう

報で、異
いじょう

常

が確
かくにん

認されていたのだ。

しかし情
じょうほう

報だけでは、空
くうちゅう

中分
ぶんかい

解の事
じ　じつ

実ま

では確
かくにん

認できないだろう。「機
き　たい

体の分
ぶん

解
かい

」の

事
じ　じつ

実が最
さいご

後の決
き

め手
て

になって、その悲
ひ　げきてき

劇的

結
けっか

果が全
ぜんせ　かい

世界に衝
しょうげき

撃を与
あた

えることになった

のである。この場
ば　あい

合は、「物
もの

づくり」ではな

く、「物
もの

こわし」だが、こうした“物
ぶっしつか

質化”

が決
けっていてき

定的要
ようそ

素となるのである。だが「コト

バの力
ちから

」は偉
い　だい

大であるから、それがあたか

も偵
ていさつき

察機のように、事
じ　ぜん

前に活
かつやく

躍する。前
ぜんじゅつ

述

のシャトルの事
じ　こ

故でも、すでに 9 年
ねんまえ

前か

らこんな報
ほうこく

告があったと伝
つた

えられている。

平
へいせい

成 15 年
ねん

2 月
がつ

6
むい

日
か

の『毎
まいにち

日新
しんぶん

聞』による

と、『【ジョンソン宇
うちゅう

宙センター（米
べい

テキサ

ス州
しゅう

）斗
と

ヶ
か

沢
さわ

秀
ひでとし

俊】米
べいこく

国の研
けんきゅうしゃ

究者が 94 年
ねん

に「スペースシャトル打
う

ち上
あ

げの際
さい

、何
なん

ら

かの破
は　へん

片が機
き　たい

体の翼
つばさ

に当
あ

たって多
た　すう

数の耐
たいねつ

熱

タイルを損
そんしょう

傷している。」との報
ほうこくしょ

告書を発
はっぴょう

表

していたことが明
あき

らかになった。ＡＰ通
つうしん

信

が 4
よっ

日
か

報
ほう

じた。米
べい

航
こうくう

空宇
うちゅう

宙局
きょく

（ＮＡＳＡ）

は指
し　てき

摘を受
う

けて改
かいぜん

善に取
と

り組
く

んでいたとい

う。9 年
ねん

前
まえ

に判
はんめい

明していたシャトルの欠
けっかん

陥

が、その後
ご

も十
じゅうぶん

分に改
かいぜん

善されず、コロンビ

アの空
くうちゅうぶんかい

中分解事
じ　こ

故につながった可
か　のうせい

能性が出
で

てきた。

報
ほうこくしょ

告書をまとめたのはスタンフォード大
だい

ポール・フィッチベック教
きょうじゅ

授（現
げん

カーネギ

メロン大
だい

教
きょうじゅ

授）らのグループ。81 年
ねん

から

92 年
ねん

までの 50 回
かい

のシャトル飛
ひ　こう

行を分
ぶんせき

析し、

飛
ひ　こう

行後
ご

に長
なが

さ 1 インチ（約
やく

3 センチ）以
いじょう

上

の損
そんしょう

傷が見
み

つかった耐
たいねつ

熱タイルの数
かず

を調
しら

べ

た。約
やく

2 万
まん

枚
まい

のうち、1 回
かい

の飛
ひ　こう

行で最
さいしょう

少 3

枚
まい

、最
さいた

多で 150 枚
まい

のタイルが損
そんしょう

傷していた。

平
へい

均
きん

では 25 枚
まい

だった。』

(1) 光
ふうけい

景 cena  （2）轢
ひ

いた  atropelou , passou por cima  (3) 恰
かっこう

好　aparentar, parecer   

(4) 恐
おそ

ろしい  horrível , pavorosa  （5）不
ふ　べん

便  inconveniente, incômodo  

(6) 不
ふ　じ　ゆう

自由な体
からだ

 deficiência física  （7) 道
どうぐ

具 instrumento  （8) 主
しゅじんこう

人公  protagonista  

(9) 宗
しゅうきょう

教的
てき

な考
かんが

え ver a situação do ponto de vista religioso（10) 値
ね　う

打ち valor, valia  

（13）

（14）

（15） （16） （17)

（18） （19）

（20）

（21）

（22）

（24）（23）

（25）

（26）

（27）

（28）

（29） （30）

（31）

（32） （33）

（34） （35）

（36）

（37）

（38）

（39）



18

(11) 永
えいえん

遠不
ふ　めつ

滅　eterno e imortal  (12)  物
ぶっしつ

質世
せ　かい

界 o mundo físico  

(13) 基
きほん

本的
てき

  básico , fundamental  （14） 基
き　そ

礎作
づく

り construção do alicerce  

(15) 情
じょうほう

報  informações  （16） 株
かぶか

価 valor das ações　（17）金
きんり

利 juros 

(18) 重
じゅうし

視  dar importância  (19) 傾
けいこう

向  tendência, propenção  

(20) 実
じったい

体 substância , essência  

(21) 物
ぶっしつ

質化
か

  materialização  (22) 機
き　たい

体 corpo (do avião)  

(23) 空
くうちゅう

中分
ぶんかい

解　desintegrar-se no espaço  （24) 墜
ついらく

落 queda  （25） 異
いじょう

常 anormalidade

(26) 悲
ひ　げき

劇的
てき

結
けっか

果  um resultado trágico  （27） 衝
しょうげき

撃  choque, impacto  

(28) 決
けってい

定的
てき

要
ようそ

素 um fator decisivo, determinante  

(29) 偵
ていさつ

察機
き

  avião de reconhecimento , de inspeção

(30) 前
ぜんじゅつ

述  como foi mencionado  （31） 破
は　へん

片 fragmento , estilhaço  

(32) 耐
たいねつ

熱タイル  ladrilho resistente ao calor  （33） 損
そんしょう

傷  estrago, dano  

(34) 指
し　てき

摘  apontar a causa , o erro（35）改
かいぜん

善  melhoria  

(36) 欠
けっかん

陥  defeito , deficiência  (37) 分
ぶんせき

析  analisar  （38）最
さいしょう

少 mínimo  

(39) 最
さいた

多 máximo　　

[ 練
れん せい  かい

成会のご案
あん　ない

内」

第
だい

44 回
かい

神
しんせい

性開
かいはつ

発

【寿
ことぶき

　練
れん

　成
せい

　会
かい

】
期
き　じつ

日：　2010 年
ねん

12 月
がつ

3 ～ 5 日
か

場
ば　しょ

所：　生
せいちょう

長の家
いえ

 南
なんべい

米練
れんせい

成道
どうじょう

場
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　楽
たの

しい寿
ことぶき

練
れんせいかい

成会に若
わか

い方
かた

も一
いっしょ

緒に参
さんか

加しましょう！

　　　　　　　　　　　　　　70 歳
さい

以
いじょう

上の方
かた

は無
むりょう

料です。

担
たんとう

当：　小
お　の　でら

野寺賢
けんじ

慈本
ほんぶ

部講
こうし

師補
ほ

　　　　　特
とくべつ

別指
し　どう

導講
こうし

師：

　　　　城
じょうだい

代洋
ひろし

講
こうし

師　　　　　　　　　　ラ・米
べい

教
きょうか

化総
そうちょう

長・　向
むかい

芳
よしお

夫本
ほんぶ

部講
こうし

師

　　　　森
もりもと

本敦
あつこ

子講
こうし

師　　　　　　　　　　伝
でんどう

道本
ほんぶ

部理
り　じ

事長
ちょう

・　村
むらかみ

上真
ま  り  え

理枝本
ほんぶ

部講
こうし

師

　　　　中
なかむら

村晃
こうじ

児講
こうし

師
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聖
せいし

市 4 ------------ 松
まつうら

浦昭
あ き こ

子様
さま

	 30,00

聖
せ い し

市 1	ボスケ・ダ・サウデ白
しろはと

鳩会
かい

様
さま

	 50,00

聖
せいし

市 2 ------------ 重
しげまつ

松富
と み こ

子様
さま

	 20,00

セントラール 1----- 教
きょうか

化支
し ぶ

部様
さま

	 300,00

聖
せいほく

北 1 ------------ 浜
はまざき

崎徳
と く こ

子様
さま

	 70,00

聖
せいし

市 3 ------レプレーザ白
しろはと

鳩会
かい

様
さま

	 50,00

パラナ 1----------- 古
ふるさわ

沢鉄
てつお

夫様
さま

	 20,00

聖
せいし

市 1------------  宮
みやはら

原夏
なつえ

恵様
さま

	 50,00

聖
せいし

市 1------------- 瀬
せ　お

尾愛
あいこ

子様
さま

 	  50,00

　々-------------- 坂
さかもと

本君
きみえ

枝様
さま

 	 50,00

パラナ 3 	  パラナヴァイ白
しろはと

鳩会
かい

 様
さま

 	300,00

アララクァラ 1--------パルメイラ  	     

 　　　　　ド・オエステ白
しろはと

鳩会
かい

様
さま

		 50,00

　々------- ジャレス相
そう

・白
はく

会
かい

様
さま

 	 100,00

パウリスタ 1--------教
きょうか

化支
し ぶ

部様
さま

   200,00

パウリスタ 2--------教
きょうか

化支
し ぶ

部様
さま

   600,00

囀

り

の

湧

き

立

大

樹

春

の

風

		

立
川　

ゆ
う

天

高

し

猫

も

じ

ゃ

れ

合

ふ

屋

根

の

上

看

護

婦

の

や

さ

し

き

言

葉

暖

か

し

原

爆

症

新

た

に

祭

祀

四

千

柱

		

坂
本　

君
枝

餅
草
の
緑
色
よ
く
茹
だ
り
た
る

春
の
猫
屋
根
裏
今
日
は
静
か
な
り

孕
み
猫
殖
え
て
困
る
と
捨
て
ら
れ
し	

	

荒
巻　

重
乃

俄
雨
過
ぎ
れ
ば
湯
気
立
ち
土
ぬ
く
し

練

成

の

蓬

摘

み

し

た

友

は

逝

き

七
夕
や
我
も
長
寿
の
願
ひ
こ
め	

	

村
松　

里
乃

狭
き
庭
背
景
を
飾
る
ポ
イ
ン
チ
ア

炭
坑
節
お
ど
り
の
先
頭
春
の
旅

師
の
言
葉
心
に
ひ
び
き
暖
か
し	

	

城　
　

良
子

春
立
つ
や
も
う
す
ぐ
ぼ
う
や
歩
き
出
す

嫁
ぎ
ゆ
く
娘
と
ひ
と
と
き
の
蓬
つ
み

父
の
日
は
家
族
で
楽
し
ス
キ
ヤ
キ
会　

	

矢
島
み
ど
り

衿
巻
に
マ
ー
リ
ヤ
カ
ザ
ッ
コ
着
ぶ
く
れ
て

ホ
ー
ム
レ
ス
影
も
見
え
ず
に
寒
き
び
し

父
の
日
や
墓
前
の
供
花
に
蝶
の
来
て　

	
木
村
都
由
子

蜂
鳥
の
花
に
嘴
立
て
宙
に
舞
ふ

草
餅
の
搗
き
た
て
匂
う
蓬
の
香

し
ほ
し
ほ
と
戻
る
恋
猫
振
ら
れ
し
や	

	

香
山　

和
栄

臼

で

搗

き

焼

い

て

香

ば

し

蓬

餅

恋
知
り
し
夜
な
夜
な
隣
の
ペ
ル
シ
ャ
猫

春
彼
岸
黄
粉
ま
ぶ
し
て
蓬
餅　

	
	

立
石　

松
男

春
立
つ
や
牧
の
若
草
下
萌
す

暖
き
日
は
夢
ふ
く
ら
ま
し
釣
堀
り
に

曳
く
秋
に
メ
ト
ロ
の
人
情
あ
た
た
か
き　

	
	

湯
田
南
山
子

蜂
鳥
の
向
き
か
え
る
時
七
彩
に

恋

の

猫

満

身

創

痍

の

朝

帰

り

玉

音

に

慟

哭

の

国

民

終

戦

日　

	
	

栃
沢　

秋
穂

肌
を
刺
す
ア
ン
デ
ス
颪
の
寒
波
襲
ひ

大
寒
波
に
お
の
の
き
故
郷
は
熱
中
症

　

生
長
の
家　
　

塩
椎
の
会
俳
壇

　

◆
医い

　
し
ゃ

者
の
診し

ん
だ
ん

断
も
霊れ

い
か
ん

感
と
か
直

ち
ょ
く
か
く

覚
と
か
に

よ
っ
て
正た

だ
し
く
導

み
ち
び

か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
医

い
　
し
ゃ者

こ
そ
最

も
っ
と

も
多お

お
く
祈い

の
ら
ね
ば
な
ら
な
い
人ひ

と
た
ち

達
で
あ

る
。

　

◆
『
生

せ
い
ち
ょ
う

長
の
家い

え
』
で
は
、
大

だ
い
た
い体

薬く
す
りを

用も
ち

い
な

い
。
『
生せ

い
め
い

命
の
法ほ

う
そ
く

則
』
に
順

し
た
が

う
と
き
病び

ょ
う
き

気
に
な
ら

な
い
の
が
普ふ

つ
う通

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
若も

し
『
生せ

い
め
い

命
の
法ほ

う
そ
く

則
』
を
破

や
ぶ

っ
て
病び

ょ
う
き

気
に
な
っ
た
と

き
は
ど
う
す
る
か
。
祈い

の
り
を
深ふ

か
め
て
行ゆ

く
こ
と
に

よ
っ
て
、
ど
う
云い

う
療

り
ょ
う
ほ
う

法
を
と
る
べ
き
か
に
就つ

い

て
、
大

だ
い

生せ
い
め
い

命
か
ら
お
は
か
ら
い
が
あ
る
の
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

                                    

（
智ち

　
え慧

の
言こ

と
ば葉

）

06/08/2010 ～ 13/09/2010 　 圓
えん

環
かん

ご協
きょう

力
りょく

者
しゃ

ご芳
ほう

名
めい

　　　( 単
たんい

位・レアイス ) 
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「団
だんたい

体舞
ぶ よう

踊を披
ひ ろう

露された白
しろはと

鳩会
かい

有
ゆうし

志の皆
みな

さん」

「迫
はくりょく

力ある太
たいこ

鼓のアトラクション」

「パラナ -1　80 人
にん

の大
だい

合
がっしょう

唱」 「セントラル -2 のコーラスの皆
みな

さん」

「
青

せ
い
ね
ん年

全ぜ
ん
こ
く国

大た
い
か
い会

（
ポ
）
司し

か
い
し
ゃ

会
者
」

「青
せいねんかい

年会全
ぜんこく

国大
たいかい

会のアトラクション」

「
全

ぜ
ん
こ
く国

大た
い
か
い会

（
日に

ち
ご語

）
の
司し

か
い
し
ゃ

会
者
」

「ブラジル生
せいちょう

長の家
いえ

全
ぜんこく

国大
たいかい

会の模
も　よう

様」


